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2010 年 12 月 10 日 
四万十川ウルトラマラソン 完走記 

～大切な出会い＆感謝～ 
 

私は完走記なんて書いたことがないので・・・何から書いていいのかと悩む中、

なかなか進まず・・・書き上げるのがとっても遅くなってしまいました。  

私は全てにおいて亀のようにノロノロ・・・マイペースなので、きろよんさん、

ごめんなさい！！！ 

 

１年半前までは、私はウルトラマラソンの存在すら知らなかったように思います。そんな私が、昨年

の夏に「明日香古京の会」との出会いがあり、それから変化がおこりました。 

昨年の夏、友達が 12 月の那覇マラソンにエントリーしたと聞かされ、じゃあー私もエントリーしよ

うか、そんなきっかけで、12 年ぶりのフルマラソンに申込みました。（12 年前のホノルルマラソンは興

味本位で行ったので、5 時間 59 分かかりました）完走できるだろうか・・・よくをいえば 5 時間きれる

だろうかと不安な気持ちを持ちつつ・・・。 

その那覇マラソンにエントリーしていなかったら、「明日香古京の会」との出会いはなかったのです。

那覇を目指して、昨年の夏から石舞台付近でトレーニングを始めたばかりで、早朝ランはしたことなか

ったのですが、珍しく早く目覚めた日に、たまたまいつもは行かないコースをちょっとだけ踏み入れた

時に、楽しそうに走っておられる 4 人組ランナーとすれ違い、その瞬間１人のおじさんが「一緒に走ろ

う！」と声をかけて下さったので、私は何の疑いもなく「はい！いいですか～」って言ってついていき

ました。今から思えばその 4人は、久ちゃん、持原さん、鬼頭さん、一ニ三さんでした。 

それが、ミラクルな一ニ三さんとの 9年ぶりの再会になったのです。今もその感動はよみがえってき

ます。9 年前に都祁マラソンでお友達になり、それからはずっと年賀状のやりとりをしていました。で

も、1 度も会えることはなく・・・顔もだんだんと記憶がうすらいできていました。でも、年賀状は毎

年だしているので名前だけは、ばっちり覚えていました。 

そして、この人達はどこまで行かれるのだろうーと思いつつ、言われるがままについて行き芋峠を越

えヘリポートで休憩しているところに、後ろから山本さんが追いついてこられ、新人の私に挨拶をして

下さいました。「山本です、宜しくお願いします」と、私もそれで初めて「増田です」と名前をなのり、

その瞬間！一ニ三さんが「もしかして、高取の増田優子さん？」と、聞かれた瞬間に、私も「もしかし

て、榛原の西田一ニ三さんですか？」自分の目を疑い、まさかこんなところで偶然に会えるとは！抱き

合って再会を喜び合いました。すごく不思議な縁を感じました。 

その日から、驚きの連続！！ 初めて聞く用語ばかりで、この人たちはただものではないと直感しま

した。（実はまだ出会ったばかりで、顔と名前が一致しないので、携帯に登録するのはインパクトのあ

る名前でと思い、「持原四万十優勝」と私の携帯に登録されているのです。今もそのまま）最初に出会

った日に持原さんは四万十ウルトラ１００キロマラソンで優勝された方との印象が強く残ったと記憶

します。それで、ウルトラマラソンの存在を知りました。私にとっては次元の違う世界・・・夢のまた

夢という遠い存在のウルトラ 100 キロ！でした。 

 

それが、今年に入りうわさで・・・、ちかちゃんがサロマ湖を申し込んだという情報が私の耳に入り、

すごいなーって！！思っていました。そして、6 月の合同練習！またここですごい出会いがあり、ちか

ちゃんの横について、輝走倶楽部の方々の話を聞いてしまったのです。練習後の懇親会の時に、輝走倶

楽部の上島さんが呼んで下さり、そこでさらにすごいサクラ２５０キロマラソンの話を聞いたのです。 

私は完全に距離感が麻痺状態になったと思います。その日に、「よし私もエントリーしよう！四万十に
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申し込もう～！」次の日に、早速ネットで検索して申込用紙を印刷しました。 

もう練習をはじめないといけないなーっていう気持ちがでてきて、その次の日に、５時１５分に仕事

が終わり、会社の更衣室で着替えて、大阪城へＧＯ！ジョギングに行きました。そこで武村さんと会っ

て、一緒に走りながら私は武村さんに「四万十にでませんか？」ってお誘いしました。武村さんもその

気になって下さり「抽選だし、あたる確率も半分半分ですよね～。当たるかどうかは申し込まないと分

かりませんもんね」って、2 人で会話しながら大阪城を走っていたと記憶します。でも、私もいちおう

悩んで、６０キロにしようと思い、持原さんに思いを打ち明けました。持原さんは、「６０キロも１０

０キロも変わらないよ～。６０キロを走ろうと思うんやったら、１００キロ申し込んで、それで６０キ

ロを目標に走って６０キロ以上走れたら、もうけもんやん！」ってアドバイスを下さり、やはり私は単

純な人間で・・・そうか！そうやな～って思って１００キロに決めました。そして、申込書を書いてポ

ストに入れましたぁ～緊張の瞬間！！当たるかな・・・。 

日が経つにつれて、えらいものに申し込んでしまったのかもしれないと、現実が見えてきました。 

輝走倶楽部の方の練習に参加させて頂いた時に「えっ！１００キロにエントリーしたんやー！」って

ビックリされてしまい・・・。また練習のすごさに素人の私はビックリしてしまい・・・、昨年の四万

十川で総合優勝された鍵さん達がいて、こんな人が１００キロを完走できる方達なんやー。私にはやっ

ぱり夢なのかなーと。でも、皆さんがすごく励まして下さいました。 

それから、ネットでウルトラマラソンのことを検索して、あらゆる体験談を読み、自分なりに研究し

ました。もちろん、明日香古京の会の皆様の体験談も全て読ませて頂きました。私の未知の世界、読ん

でいく中でどんどんウルトラマラソンのイメージがふくらんできました。 

暑い夏を乗越えなければ！芋峠は日陰で絶好のトレーニングコースだなぁ！ 

抽選に当たるかどうかはさておき、芋峠トレーニングに頑張ろうと決めました。 

そして、7月中旬に郵送されてきたのです！！わぁっ！当たっていたぁーーーーーーーー☆☆☆ 

実は、私が持原さんも四万十川を申込されていると知ったのは、かなり経ってからでした。 

（だって・・・私は直接、持原さんからは聞いてなかったんですよ～笑） 

3 人とも抽選に当たるようにと祈るような毎日でした。見事 3 人当たっていたのです！！！不思議で

すよね。なんだか、目標の日が決まって、正式に皆様に発表って感じになりました。 

いろんな方から、「なんで出ようと思ったん？」って聞かれることが多くなり。私自身、もう一度自

分が決めた思いを振り返ってみました。私は、特別な特技もなく、器用で何でもできる訳でもなく、頭

が偉く何ヶ国語も話せる訳でもなく、何か自分にもこれだけは誰にも負けないことを持ちたいと思い、

私のまわりの友達に１００キロを完走した人は聞いたことがなかったので、よし 100 キロを完走し自分

に自信を持ちたいって思いました。 

昨年の出会いで、本当に私のマラソンの世界は広がりました。皆さんが出会う度に、励ましの声をか

けて下さり、私がまだ行ったことがなかった、津風呂湖ランを久ちゃん、持原さん達が早朝から付き合

って下さり、鬼頭さんがサロマ湖のお土産を下さったり、きろよんさんが東吉野くるくるを企画して下

さって、その時私は初めて、フル以上の距離、５０キロを走りました。やっぱり５０キロはかなり膝に

きました。この 2 倍かーと思うと、まだまだ練習量が足りないなーと思って、また気合が入りました。 

でも、9 月に入るといろんな思いがよぎってきました。月間の走行距離が全然足りない状況に焦りも

感じたりして、本当に完走できるのかなーと、ふと現実を垣間見ながら・・・。いやいや絶対完走する

という意志だけは誰にも負けずにもとうと思いなおし、もうここまできたら、高知県の四万十川は行っ

たことないし、楽しく走ることだけを考えようと。でもやっぱり 1人になるといろんなことを考えてし

まう自分がいました。でも、私の周りの全ての人が応援して下さって、週末の朝、家の手伝いもせず、

走らせてもらっている家族にも感謝の気持ちでいっぱいでした。だから、体調だけは崩さず当日を迎え

ないといけないと、努力しました。 
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あっという間に、10 月に入りました。私は１００キロを何も持たずに走るかどうするかを悩みました

が、いろんな方に相談し、結局は手ぶらで走ろうと決めました。 

 

10 月 16 日 

15 時半ごろに受付会場に到着。持原

さんと武村さんと番匠さんと鍵さんに

会い、ほっと落ち着きました。いよい

よ来たなー。 

私が「１００キロ完走できるかなー」

って言ったら、鍵さんが「１００キロ

走ろうと思わんと、５キロを 20 セット

やると思ったらいいねん。飲んでる時

も食べてる時も前へ前へ前進あるの

み！1 歩前へ行けば、ゴールに 1 歩近

づいていってるから！」とアドバイス

を下さいました。そうかー１００キロ

と思うから遠いような気がするねんな

ー。よし常に前に 1 歩踏み出すこと！と自分に言い聞かせました。 

前夜祭には、相部屋になった九州からきた１００キロ初参加のご婦人と一緒に行きました。「明日は

明るいうちにかえってこれるかなー、明日の今頃はもうゴールできてるかなー」って話をしながら・・・、

私はかなり甘く考えていたような気がします。会場はすごい人でしたが、また皆さんに会うことができ、

ほっと安心しました。私は、杉浦さんから「ウルトラは食べれなくなったらおわり、太るぐらい食べな

いといけないよ」と言われていたので、いっぱい食べないといけないとかなり意識していました。だか

ら食べれる時にたくさん食べようと、私はかなりいっぱい食べました。そして、ホテルに帰りまた夕食

もいっぱい食べました。私は結局２食分食べて、苦しいぐらい食べました。（笑） 

ＰＭ８時半ごろにお布団に入りましたが、全然寝付けません。いつもこんなに早く寝ることがないの

で、他の 3人の人たちは、すやすや寝息が聞こえてきて、寝付けない自分に焦ってきて、ビールでも飲

んで寝ようかと思いましたが、それはやめておこうと思いました。ようやく寝れたのは 11 時を過ぎて

いたように思います。 

10 月 17 日 2 時に起床。でも、同室の方は誰

も起きておられず、そ～っと起きて、体全体に

ワセリンを塗り、ごそごそとしていたら、「起

きるの早いねー」って言われました。えっそう

かなーって思いつつ。3時～ホテルのバイキン

グの朝食へ。これまた、こんなに食べれるのか

っていうぐらい、いっぱい食べて、食べすぎで

気持ち悪くなるくらい食べたような・・・。昨

晩 2食分食べた私が、朝も食欲旺盛で、なんか

男の子になった気分でした。緊張っていうか、

食べないといけないっていう意識の方が強か 

ったような～（笑） 
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そんなこんなで、真っ暗な中、会場に到

着！和太鼓や松明かりがあり、わぁーーーな

んか楽しみだなー♪ 心配していた、トイレ

の行列も女子トイレは全然ならんでいなく、

スタート前に２回も余裕で行けました。番匠

さんにはグランドで会えて、「スタート前に

紹介してもらえるんですね～」って会話をし

つつ、行かれました。皆さんはどこにいるの

かなーって思いつつ、私もスタートラインの

近くに行こうと思って結構前の方にいった

ような気がします。きろよんさんが「前半の

50 キロは楽しい旅のはじまり、後半の 50 キ

ロからがいよいよ本領発揮、スタート」って教えてもらったのを思い出し、さぁー楽しい旅のはじまり

だぁーって♪うきうきしてました。ウエストポーチもせず、全くの手ぶらで、身一つでスタート地点で

1 人でにやにやしていたかな～。 

暗い中での、スタート！！ 転ばないように足元をしっかり見て走り始めました。道沿いの声援の皆

様に手をふりながら、マイペースランでじっくりと走れる旅の楽しさを味わっていました。冷え込んで

もいなく、マラソン日和になりそうな天気でした。 

だんだん夜が明けてきました。15 キロぐらいからだんだん坂になってきました。東吉野のくるくるコ

ースに似ていて、マイペースで走り続けることが出来ました。頂上付近は見下ろす風景がきれいで癒さ

れていました。エイドでも私は全然お腹がすいておらず、お腹すいたら何か食べようと思い下り坂を走

りながら、トイレを見つけて並んでいました。そして、また走り始めた時に、持原さんが後ろから声を

かけてくれました。やっとお会いできたー！！嬉しくていろいろ話ししながら、くだっていました。持

原さに「１００キロ完走絶対するねんで」って言われました。それから、持原さんのペースは速くて私

はついていけなくなり、だんだん持原さんが見えなくなっていき、自分のマイペースで走りました。40

キロ通過し、だいだいマイペースできてるなーと思いながら、６０キロのスタート地点付近になり、合

流して一気に人が増えました。60 キロのゼッケンの方は元気いっぱいで、１００キロのゼッケンの人をみつ

けると、しんどい気持ちわかるよねーって感じで落ち着きました。50 キロぐらいから、足がだんだん動かな

くなってきている自分がいました。これからが、未知の世界で、本当のスタートがはじまった！って思いな
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がら・・・あっエネルギーぎれかも？お腹がすいてきている自分に気付きました。ちょうど半家沈下橋の手

前のエイドにパンがあり、私は両手でパンをほおばって食べて、それで元気がでて橋を渡ることができて、

満面の笑みで折り返しの方とすれ違うことができました。それから、カヌー館までにまたすごい坂がありま

した。1 ヶ月ぐらい前に番匠さんと芋峠で一緒になった時に「坂は膝のクッションをつかって走ったら疲れ

ないよー」ってアドバイスしてくれていたのを思い出し、なかなかそれがどういうことなのか分からなかっ

たのですが、この坂道で分かったような感覚になりました。坂道を登りきり頂上からくだる時、私は鳥にな

った気持ちで飛んでいました・・・あっ走っていました。とっても気持ちよくて、この調子で最後まで行け

るかなーと思いながら、62.4 キロ地点のレストステーションに到着！そこで先についていた、持原さんと武

村さんに会いました。私は胃腸は全然痛くなくお腹がすいて、また苦しくなるくらいいっぱい食べました。

それから、足にワセリンを塗りなおし、元気になって、さぁスタート！あと 37.6 キロ行けるかもっていう思

いがわいてきました。カヌー館では、30 分も居座ってしまいました。 

それから、2 キロほど走っていると、だんだんペースダウンして足があがらない状態になっているのが分

かりました。あれーさっきまで、調子よくて行けるかもーって思っていたのに！なぜ？？足が上がらない・・・

不思議なくらい、足が重くなっていて・・・気持ちとは逆に疲れがどっと足にきてしまっている感覚でした。

１キロ走るのに必死で、もう１つの沈下橋がやってきました。そこで、また気合を入れなおしカメラマンに

スマイルでポーズ。それからはエイドの度に屈伸をして、自分にかつをいれました。声援の皆様にも何とか

手をあげることは出来ました。ただ、７５キロを過ぎたぐらいから、もう辛くてしんどくて、自分の限界は

こえたなぁー、あー行けるかなーって泣きそうになってくる弱い自分がみえてきました。関門の時間も最初

はまだまだ行けると思っていましたが、それもだんだん不安になってきていました。 

昨日は「明るいうちに帰れるかなー」って思っていたけど、そんな甘いもんじゃないな～半端じゃなくこ

れは、やっぱりウルトラマラソン！一歩足を前にもっていくのがやっとで、走っているはずなのに、歩いて

いる人に抜かされていってしまい、もう前をみることさえも出来なくなっていました。８０キロぐらいに、

私設エイドがあり、私の大好物の栗ご飯のおにぎりがあり、もう嬉しくなって、またいっぱい食べました。

食べるってことは大切なことだなーと、また改めて思い、そこでパワーをもらって、スタートをきりました。

だんだん日が沈んできて、孤独感と足が痛いのとで、歩いてはとまり歩いてはとまりの連続になりました。

このままでは関門もやばくなってきている自分が

いました。 

暗くなり、ペンライトを渡され、それを握り締

めて、歯を食いしばって走りました。ラスト 10 キ

ロの表示が見えた時、「あと１０キロでゴールでき

る！」っていう希望がみえてきて、思わず感激と

感謝の気持ちでいっぱいになって声をだして泣い

てしまい、涙と鼻水で顔がぐちゃぐちゃになって

いました。真っ暗な中を走りながら、下には四万

十川が流れ、夜空にはお月様が見えて、感動のひ

と時でした。ふと時間をみると、このままのペー

スでは、制限時間にまにあわないかも！って我に

返り、声援をおくってくれている方に、「この坂道

はあと何キロ続くのですか？」って聞くと、「10

キロは坂道！」っていう答えがかえってきて、私

は自分の耳を疑いました。まさか！私の聞き間違

いやなーと思い、動かない足のかわりに腕をおも

いっきりふって、走りました。山の上の方にペン
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ライトの光がみえ、まさか・・・やっぱり登っているわぁーー！！最後までこの坂は続くのかーと思いなが

らも、もう 19 時半までにゴールするしかない、いつもの芋峠やと思っておもいっきり走ろうと決めました。

どこが頂上か分からないけど、前進するしかない！やっと頂上に達して下ると、また最後のすごい坂道があ

りました。もうあとは気力だけで登り、声援の人が増えてきて、あと７００メートルぐらいになると、また

皆さんの声援に感謝と感動で涙がぼろぼろと出て、グランドに入った時はゴールインは笑顔でと決めていた

ので、涙をぐっとこらえて、最高のスマイルでゴールイン！！ぎりぎり、ラスト 5 分でした。奇跡の完走で

した！ゴールした瞬間、持原さんや番匠さん鍵さんが笑顔で迎えて下さり、その顔を見た瞬間に、また涙が

次から次へととまらなく大泣きしてしまいました。メダルをかけてもらった瞬間は、本当に１００キロマラ

ソンを完走した人にしか味わえない感動だなーと思いました。夢じゃないかなーって。そして次の瞬間、足

が動かなくなっていました。こわれたロボットのように～（笑）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本当に四万十ウルトラマラソンにエントリーできてよかった！！  

その日の夜も、私は食欲旺盛で、またびっくりする程食べました！！！太ってしまった～（笑） 

足だけがロボットで、元気そのものでした。 

 

感謝の気持ちを上手く伝えることができないので、～私が最近 感動した新聞の「名字の言」のコラムから

抜粋してみました～ 

↓ 

「たった一人で、世界６大陸の最高峰を登頂した青年登山家が体力測定した。医師が驚いて告げた。「腕力、脚力、

肺活量、すべて平均点以下です」▼だが彼には、データでは測れない、限界を突破する秘訣があった。それは「あり

がとう」とつぶやくことだ。８０００メートル級の峰で、苦しくなればなるほど「ありがとう」を繰り返す。すると“この困難

が自分を磨いてくれる”と力がわき、次の一歩を踏み出せるという（栗城史多著『一歩を越える勇気』）▼（中略） 

「幸せに感謝する」のは当然だが、実は「感謝できる人は幸せになる」のが、人生の真理ではないか。「ありがとう」

と言えば、相手もうれしくなり、自分も元気になる。きょう一日を「ありがとう」から始めてみよう。」 

 

明日香古京のみなさま、私を支えて下さった全ての皆様、そして家族に本当にありがとうございました！！ 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


